












































































































































































































































的な存在といえるだろう．だからこそエンマは，「人 « on » はボヴァリー
夫人がレオンのいい人に違いないと思った 24)」，あるいは「そんなことは
ないだろうとまだ思っていた人々ももう疑わなくなったのは，人 « on » 
が，ある日男のように胴をチョッキで締め付けてつばめ号から降りてくる













































































































この場面が « on » という匿名の第三者の視点から語られていることを意
識しつつ，シャルルの描写に着目してみよう．シャルルにとっては二度目
の結婚であるにもかかわらず，「彼が別人になったようにみえた」という




舞いが，« on » という結婚式の参加者を想定しているであろう主体にとっ
て違和感を覚えるものであること，それこそがまさにシャルルが「田舎風







張と重なっていることは明白だ 38)．シャルルやエンマを眺める « on » が，
19世紀以降法律によって作られた監視システムと無関係だといえるだろ
うか．























































り，より簡素な表現で「強き性 « le sexe fort » 43)」とある．「性 « sexe »」
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